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  BENIGN PROSTATIC HYPERTROPHY WITH  1-YEAR FOLLOW UP
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and Hiroshi Sakagami
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   Seven consecutive patients with acute retention due to benign prostatic hyperplasia, were 
treated by insertion of an intraurethral stent using endoscopy under mucosal anesthesia. The 
patients were between 68 and 86 years old with an average age of 79.7 years. 
   During the 1-year follow-up period all patients had satisfactory voiding. No complication or 
renal dysfunction were found. 
   This device is a good alternative to an indwelling catheter in patients awaiting prostatic surgery 
and also in those who are either unfit or unwilling to undergo prostatectomy. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 593-595,1994) 






















      Table  I. Patients characteristics 
          Risk Findings of Lengthof Weight of N
o. Age         factor CMG Purr7t:prostate 
                    (mm) (g) 
1 85 DM Normal 50 25 
2 81 CD Hypertonic 47 22 
3 86 A Normal 43 7 
4 79 HD Normal 40 15 
5 86 HD Hypertonic 35 12 
6 73 CD Hypertonic 45 27 
7 68 HD Hypertonic 38 9 
    Abbreviations  : CM; Diabetes mellitus, 
                 CD ; Cerebrovasculardisease, 
                A ; Age, HD ; Heartdisease
歳)で あ った.観 血 的 手術 不 適 応 と診 断 され た 理 由 は,
心 疾患3例,脳 血 管 疾患2例,糖 尿 病1例,高 齢1例
であ った.尿 道 カ テ ーテ ルの 留置 期 間 は2週 か ら4週
(平均2.6週)で あ った.ス テ ン ト留置 術 に 全 例 に膀
胱 内圧 測 定(CMG)を 行 った.症 例 の詳細 はTabel
に示 した(Tablel).
尿道 ス テ ン トは,武 井 医 科社 製21Fr.ステ ソ レス製
スパ イ ラ ル コイ ル型 ス テ ソ トを使 用 した.
まず,ス テ ン ト留置 に先 立 って,尿 道 膀 胱 造影 に て

















留麗 前CMG所 見 はhypertonic4例,normai
3例 であ った.
7例 の うち寝 た き り状態 に あ る1例 を除 い た6例 に
尿流 測 定,残 尿量 のチ ェ ッ クが施 行 で きた 、3ヵ 月 後
の最 大 尿流 率(MFR)綜4.6～ 玉9.61温/scc(玉(}.{}k
5.14ml/sec),12ヵ月後 のMFRは4.7～20.9ml/sec
(iL黛±5.39mi/sec)であ った.3ヵ 月,12カ 月 後 の
平均 尿 流 率(AFR)は それ ぞれ1.8～10.1ml/sec(5、4
±2.89ml/sec)とL9～13.三搬蒙ノ§e。(5.9±3.9婆戯 ～§ec)
で あ った.3ヵ 月後 と12ヵ月 後 のMFR,AFRは と
もに 有意 差 を 認 あな か った.残 尿量 轍$ヵ 月 ～ 毘 力屑
後 ともに全 例50cc以 下 で あ り,臨 床 的 に は ま った く
問題 な か っ沈 。 ス テ ン ト留 置 繭 のAUAス コァは 平均
19.2で,留置3ヵ 月,12ヵ月 後 のAUAス コア はそ れ
ぞれ 単 均12.1,蕪.8であ った.
スyソ ト留 置 直後 の 副作 用 と して,排 尿 時痛 を3例
に,尿 失禁 を2例 に 認 めた が す べて1週 間 以 内 に消 央
した.3力 肩 毎 の ス 勢 ン ト交 換時 のス テ ソ ト抜 去 は 内
視 鏡 下 に容 易 に 施行 で き,抜 玄 した ス テ ン トに は結 石
の形 成 も認 めな か った.交 換 直 後に 駅路 感 染 は認 め な
か っ免.持 続 す る尿 路 感染 症,ス テ ン ト位 置 の移 動 も
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